
 

 

ＹＭＣＡの現在を知り、過去から学び、未来 
を考えましょう。    

上杉 徹（神戸西）  
Ｙサ・ユース事業主任 

 

       

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

          

                                    

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

      

 

 

     

 

THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA 


s Men’s

AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  MEN’S  CLUB 

CHARTERED  JULY  9, 1947 

c/o KANAZAWA YMCA 44-1-201 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  JAPAN 

９月 クラブ活動状況 

 

第 １ 例会(9月 19日 Thu.)                                                                                   

 メ  ン：数澤、北村、山内、吉川    （4名） 

出 席 率：100％    

メネット： 数澤             （1名） 

ゲ ス ト： 李、伊藤、北村（心）       （3名） 

第2例会(9月 26日 Thu.） 

メ  ン：数澤、北村、山内、吉川      （4名） 

 メネット：数澤               （1名） 

  ゲ ス ト：北村（心）          (1名） 

 

ニコニコタイム          ６，５００ 円  

 クラブファンド     累計 ９７，５００ 円 

 

ＢＦポイント 

 切手   ４８０ｇ      累計   ９３０ｇ 

 現金     ０円      累計     ０円 

 

   

 

    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

10月例会 プログラム  

 

と き  2024年 10月 17日（Thu.）18:30～20:30 

ところ  レンガ亭 

会 費    \3,000(会員は無料)  \2,500円(ﾒﾈｯﾄ) 

  

 司会 山内ミハルさん  

開 会 ・ 点 鐘        山内ミハル会長  

主 題        司 会 者 

ワ イ ズ ソ ン グ         一 同 

今 月 の 聖 句        山内ミハルさん 

ゲ ス ト 紹 介          山内ミハル会長 

食 前 の 感 謝         吉川與志子さん 

奉  仕  作  業                 全 員 

       使用済み切手整理 

ハッピーバー スデイ         山内ミハル会長 

ニコニコタイム        数 澤 輝 夫 君 

委 員 会 報 告    

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の 歌         一 同  

閉 会 ・ 点 鐘         山内ミハル会長 

10 

10 

月間強調 2024  ＡＳＦ 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 会  長 山内ミハル  書  記 数澤 輝夫 

直前会長 山内ミハル  会  計 吉川與志子 

副 会 長 北村 まや  ﾒﾈｯﾄ会長 数澤 淑子   

   

      

   

第一例会：毎月第三木曜日 18:30～20:30 

 れんが亭     金沢市大和町 1-1  

Tel (076-26-3113） 

第二例会：毎月第四木曜日 17:30～20:00     

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 12F（ロア） Tel (076-233-1311) 

 

 

国 際 会 長 主 題 「より良い世界のために、共に」     Together for a Better World   

アジア地域会長主題 「大きなインパクトを起こそう」    Make a Great Impact 

西日本区理事主題 「つなげよう地域と世界、ＹＭＣＡと共に」 

中 部 部 長 主 題 「ＹＭＣＡに笑顔を。ワイズに笑顔を。そしてみんなに笑顔を。」  

金沢クラブ会長主題 「心を一つにし、思いを一つにして、固く結び合おう」 

 

  

[「One for all、All for One」                                                                         

 

 

 

９月強調月間 

あなたがたは神に選ばれ、聖なる者とされたのですから、上

にあるものを求めなさい。そこでは、キリストが神の右の座に

着いておられます。上にあるものに心を留め、地上のものに心

を惹かれないようにしなさい。 

 コロサイの信徒への手紙 2章1～2節 

今月の聖句（山内ミハルさん） 

）） 

與志子 
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プッチンプリンの法則 

           北村 まや 

ずいぶん前に このプチ哲学のお話を聞いた

時、なるほど！と思い今でもメモを大事に持って

いる。 

例えば、プリンを作る時 容器の底に先にカラメ

ルソースを入れる…するとお皿にあけた時プリン

にカラメルがのる、これを「プッチンプリンの法

則」というらしい。 

エレベーターに乗るとき、急いでいるから…とい

って慌てて先に乗ると奥にいくことになり かえ

って降りるのが遅くなる…先に降りたい時は最後

に乗る…そうするとドアが開いた時に真っ先に降

りることが出来る 。 

当たり前の様だが こんな風に最終結果、ゴール

や、自分がどうしたいのかがはっきりイメージで

きていると逆算し、始める時点で何をしておけば

よいのか、何をしていけばよいのかがおのずとわ

かる、これを「逆算という考え方」「逆算思考」

というそうだ。 

普段 物事を考えたり作業をする時、無意識にこ

の「逆算」をしている時もあるが とりあえず始

めて途中で「あ！」と思う時もある。気付いた時

点で逆算しても遅くはないが、やはり始めから逆

算して考えて始めた方が効率よく時短にもなるこ

との方が多い。時間の無駄だったな〜と素直に反

省すればよいが、この経験も無駄にはならないよ

ね〜と自分で自分に言い訳することにしている。 

きっと夫や息子は勝手だよね…自分の時は！と思

っているだろうと思う。 

その息子と、このプッチンプリンとエレベーター

の「逆算」の話をしたことが５回ある。 

彼の想いは最初に話した１０歳の時と変わらず、

その時 逆算したゴールを目指し続けていること

には我が子ながら感心している。 

部屋には、ちょうどその頃に図工で作った「初志

貫徹」や 「未来への心」という文字の書かれた

彼の作品が今も貼られている。 

中学受験の時に尊敬する人を聞かれ、迷わずこの

想いのきっかけになった先生のことを答えた彼…

いつかゴールするまでスタート地点の気持ちや約

束を忘れないでいて欲しいと思う。 

 

 

【9月例会の報告】 

季節外れの暑さがなかなかおさまりを見せない 9

月 19 日、9 月例会が開催されました。スピーカーに

中国からの留学生李逸琰さんを迎え、「学位（博士）

取得までのみちのり」と題して、プロジェクタ―を用

いてのお話を伺いました。展示会で「金沢市長賞」を

とられた作品など 2点を持参され、我々一人一人手に

取って鑑賞させていただきました。スピーチの内容に

ついては、ご本人が下記にまとめてくださいました。 

久しぶりに、前会員であった伊藤仁信ワイズが、元

気な顔を見せてくださったことも、我々にとって、嬉

しい時間となりました。久しぶりの伊藤節が懐かしか

ったです。         （山内ミハル 記） 

 

 

「学位（博士）取得までの道のり」 

                李
り

 逸
い

琰
いえん

 

日本留学のきっかけについて説明しました。台南藝

術大学に留学中、頼作明先生を通じて、東京藝術大学

の漆芸の教授、三田村有純先生を紹介していただきま

した。さらに、三田村先生の台南での個展会場で、東

京藝術大学の油絵保存修復を専門とする木島隆康先

生と出会い、その後、1年間の東京藝大での交換留学

の機会を得ました。 

東京藝術大学での専攻は油絵の保存修復でした。プ

レゼンテーションでは、当時復元模写を行ったフラ・

アンジェリコの作品（伊: Fra' Angelico / Beato 

Angelico、1390年/1395年頃 - 1455年）を紹介しま

した。交換留学が終わった後、日本でさらに学びたい

という強い思いから、以前の大学院を中退し、再度日

本へ戻り、特に日本でしか学べない蒔絵の技法を選び

ました。 

その後、富山大学での 2年間の修士課程での生活と

その当時の作品を紹介しました。また、金沢美術工芸



 

 Happy Birthday 

      該当者は有りません 

大学での博士課程での生活と作品、そして博士論文の

題目である「漆芸による谷崎文学の美意識の再表現研

究」についても発表しました。 

論文質疑の引用 

学術的観点から言えば、谷崎潤一郎先生は海外旅行

の経験として中国のみを訪れています。また、戦時中

と戦後には『細雪』が連載中止となった理由として、

軍国主義のプロパガンダに組み込まれたくなかった

ため、彼は自身の作風を貫きつつ政府と共存していま

した。谷崎先生は日中文化交流協会の顧問も務めてお

り、彼の作品には、上海で友人の家を訪れた際にその

母親との出会いに心から感動した描写も見られます。

私自身も中国と日本を行き来し、谷崎先生も両国を往

復した経験がありますが、時代や場所が異なっていて

も共感や異国の感動は共通していると感じます。 

ある審査員の方から「文学と漆芸の結びつきは非常

に珍しいですね。昭和の作品は日本文学において重要

な位置を占めていますし、あなたは日本の若者よりも

日本的な感性をお持ちですね」と評価されました。私

は美術や文学には国境がないと考え、文化交流や個人

のつながり、作家同士の関係は国境を超えます。もし

私が工芸の領域で日本の技法を研究し続けることで、

日本と中国、さらには韓国との架け橋となれれば、こ

の上なく嬉しいです。 

また、「もし中国と日本、あるいは韓国と日本、朝

鮮半島と日本の架け橋になってくれたら嬉しいです。

それが大きな力になると思います」とのお言葉をいた

だきました。そうした役割を果たすことができたなら、

とても光栄に思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

【9月第二例会】 

日 時；9月 26日（木）17；30 

場 所：金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 3階 犀江 

出席者；山内ミハル、北村まや、数澤輝夫、吉川興志子  

      数澤淑子、北村心宙 

① 10月例会について 

使用済み切手の整理をすること 

担当は數澤ワイズ 

② 中部部会出席者について 

③ 次期会長を選出した 

  山内ミハルに決定 

 

中部部会に参加しました 

                山内ミハル 

9月 28日（土）第 28回中部部会に数澤輝夫・淑

子、吉川與志子、山内ミハル各ワイズが参加しました。

会場は名古屋市千種区にあるホテル ルブラ王山で、

15時から18時までという今までにない短時間の部会

で、金沢からも日帰りでの参加が可能でした。参加者

は中部 44名、その他の部 34名、名古屋ＹＭＣＡユー

スリーダー7名でした。 

1部 式典はステージ上に 5 クラブの会長がバナー

をもって座り、司会の服部部長の質問にひと

言で答えるという形のバナーセレモニーから

始まり、開会点鐘、ワイズソング斉唱、聖書朗

読、祈祷に続いて中部部長挨拶、来賓の鵜丹谷

西日本区理事、中村名古屋ＹＭＣＡ総主事の

挨拶があり、事業主任・主査が紹介されて修了。 

2部のアトラクションでは3人のマジシャンがそれ 

  ぞれ手品を楽しませてくれました。マジシャン 

の一人は、服部部長の息子さんでした。 

3部 会食と親睦の会となり、久しぶりに顔を合わ 

せたワイズたちの楽しい交わりの時間でした。

アジア大会、西日本区大会などのアピールの

あと、ＹＭＣＡの歌斉唱、閉会点鐘となり、再

会を約してそれぞれ家路につきました。 

～～～～～～～お 知 ら せ～～～～～～～    

① いも煮会について 

日 時：11月 9日（土） 10：00から 

場 所：内川スポーツ広場 

シングルマザーの会に声をかける 

② Ｗ坂の清掃奉仕について 

日 時；10月 19日（土）10：00 

駐車場：鈴木建設の駐車場を借用 

③ 10月例会は使用済切手の整理をします 

はさみをご持参ください。 



 

 

  巻 頭 言  山内ミハルさん 

  司 会  数澤 輝夫君 

  聖 句  数澤 輝夫君 

  ニコニコ  山内ミハルさん 

  

    ＹＭＣＡの歌 

１． 若人のあつきいのりは 

百年の歴史をつづる 

とこしえののぞみにもえて 

さかえありＹＭＣＡ 

われらまたこぞりて起たん 

 

 2.  開拓のみむねかしこみ 

  福音のみ旗は進む 

  地のはての国々までも 

  ひかりありＹＭＣＡ 

  われらまた勇みて行かん 

  

3,  民族のへだてとりさり 

  手をつなぎ一つとなりぬ 

  もろともに心合わせて 

  みのりありＹＭＣＡ 

  われらまた誓いて勝たん 

    い ざ 立 て 

１． いざ立て 心あつくし 

手を挙げ 誓いあらたに 

われらの モットー守る 

ふさわし その名ワイズメン 

絶えせず めあて望み 

この身を 捧げ尽くさん 

 

 ２．歌えば  心ひとつに 

   ともがき ひろがり行きて 

   遠きも  近きも皆 

   捧げて  立つやワイズメン 

   栄えと  誉れ豊か 

   まことは 胸にあふれん 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


